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るいは付着器からの穿孔に対する影響について in vitro で調べた。その結果、病原菌の種類によって感受性は異なるものの 10 µmol/L
以上の処理によって発芽を始めとする一連の形態形成が著しく抑制されることが明らかとなった。一方、密閉容器内でリモネンをガス
化させ、同容器内に一定期間静置したシロイヌナズナに誘導される代謝変動について、EF1-α 遺伝子（恒常発現遺伝子）ならびに防御
ホルモン誘導性の PR1（サリチル酸誘導性）および PDF1.2 遺伝子（ジャスモン酸誘導性）の発現を指標として解析したところ、アク
チン遺伝子は処理の有無にかかわらず変化はなかったが、PDF1.2-mRNA は処理後 6 時間以内に急速に蓄積し、その効果は処理の濃度





















なるものの 10 µmol/L 以上の処理によって病原菌の分生胞子の発芽やその後の形態形成が著しく抑制される
ことを示し、また、リモネンをガス化させた密閉容器内に一定期間静置したシロイヌナズナに誘導される防
御応答の解析から、ジャスモン酸で調節される PDF1.2-mRNA が処理後 6 時間以内に急速に蓄積し、その
効果は処理濃度や時間に依存することなどを明らかにしている。このリモネンに対する応答については、
PDF1.2 遺伝子プロモーター：GUS を導入した形質転換シロイヌナズナを使った解析でも実証しており、6 
時間の前処理で個体全体に PDF1.2 遺伝子が活性化され、アブラナ科野菜類炭疽病菌に対する耐性（耐病性）
が付与されることを実験的に示した。また、この作用はアブラナ科野菜の１つであるコマツナにも有効であ
るとしている。以上から、リモネンは病原糸状菌に対する直接的な作用だけでなく、それ自体が植物の病害
抵抗性を促進する作用をもつことを示し、これらの実験結果を踏まえて、リモネンを活用した減農薬へ向け
た可能な防除方法について考察している。このように、同氏の学位論文はリモネンによる植物の他感作用に
ついての基礎的な知見だけでなく、それを活用した可能な防除技術についての提案など、応用的にも幾多の
価値を含んでいる。したがって、博士（農学）に値するものと判断した。 
 
